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１．概要 

放射性廃棄物処分の性能を評価する上で，ガス移行挙動の理解は重要な課題の一つである．本研究では平成

９年度から平成 17 年度までにスイスグリムゼル地下研究所において実施して来たガス移行挙動評価試験

（GMT）1),2)の各種試験（サイト調査，試験施設構築，人工バリア飽和試験，ガス注入試験，人工バリアの特性

調査等）に関する報告書，外部発表論文等の文献データに関して，検討成果を総括し今後の有効利用に資する

目的でデータを取りまとめ，データベースの枠組み構築を行い，それに則ったデータベースの試構築を行った．

図１に原位置での試験概念を示す． 

２．目的 

本研究の目的は，ガス移行評価手法の信頼性向上に向けて今

後実施すべき研究の基礎となるデータをとりまとめ，必要なデ

ータを必要に応じて提供できる準備をすることにある．特に，

これまでに取得されたガス移行挙動評価試験関連のデータが膨

大であり，整理・体系化し，有効活用できるデータセットとし

て整備することが重要と考えた． 

３．データベース構築 

データベース構築に当たっては，まず方針・手順を設定し，

それに基づいてデータの取りまとめ，システム構成を検討する

こととする． 

データベース構築の方針は，①多種多様な文献データが適切に整理・体系化されていること，②解析検討で

使用する入力データに関し，将来に追試解析や評価が可能な入力データセットであこと，③実施項目に対する

文献データ（個別検討レポート等）をトレース可能なデータセットであることとした． 

構築手順としては，①最終的なガス移行挙動評価試験としてのデータセットの在り方の検討，および全体的

枠組みの構築，②ガス移行挙動評価試験関連のデータ（サイト調査，試験施設構築，人工バリア飽和試験，ガ

ス注入試験，人工バリアの特性調査等）の取りまとめ，③モデラーが共通で使用している入力データに関する

整理を行い，具体的なデータベースの試構築を行った． 

平成９年度からグリムゼル試験場で実施してきた，ガス移行挙動評価試験に関する各種試験（サイト調査，

試験施設構築，人工バリア飽和試験，ガス注入試験，人工バリアの特性調査等）に関する報告書，外部発表文

献等の文献データを収集・整理し，データベースの構築に向けた取りまとめ（電子媒体および紙ベース）を行

った．取りまとめた文献の例を図２に示す． 

構築したデータベースの全体システムは，①初期画面，②解析フロー，③利用説明書，④全データリスト，

⑤キーワード検索，の 5つの要素から構成されている． 

これらの要素は，単独で整理してきた資料と，それに付随するキーワードをリンクさせた上で，図３の解析

フローへ相互参照を行っている．これにより，データベースの閲覧を多方面（解析フロー，データリスト，キ

ーワード検索）から可能にしている．また，解析フローは「性能評価」，「設計」，「モニタリング」で必要とな 
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る情報へのデータフローを示しており，GMT の各

成果が何に反映されるかを俯瞰可能としている。

この相互参照を行うに当たってwebシステムの導

入を試みた．まず，ベクター形式の画像データを

表示するための国際標準フォーマットのファイ

ルとして SVG(Scalable Vector Graphics)でデー

タフロー図を作成し，フロー図を構成する部品

（各項目や各項目を結ぶ線など）に規則的に ID

を付与する．フロー処理プログラムがこの ID を

元に，各項目を Shift キー+クリックした時に強

調表示すべき部品のリストを作成し，任意の項目

に関連するフローを強調表示することが可能な

システムを試構築した（図４参

照）． 

４．成果  

ガス移行挙動評価試験のデー

タベースとして，平成９年度より

現在に至るデータを電子化し，枠

組みとして解析フローの構築，解

析フローとリンクしたデータセ

ットの構築，個々のトピックに応

じたキーワード検索機能を持た

せた．これにより今まで取得した

データ，構築した概念を今後の検

討に有効に活用することが可能

となった．  

なお，本報告は，経済産業省か

らの委託による「地層処分技術調査等」の成果の一部である． 

 強調表示の例 関連データリスト・詳細データ（文献等）の呼出の例 

図４ データベースの機能 
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図２ 文献データリストの例 

図３ 解析フロー 
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